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平
成
30
年
度
第
６
回
常
議
員
会

な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
開
催

会
頭
就
任
に
あ
た
っ
て

宇
都
宮
商
工
会
議
所
　
会
頭
　
増
渕
　
正
二
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こ
の
た
び
会
頭
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
増

渕
正
二
と
申
し
ま
す
。

　

故
関
口
快
流
前
会
頭
か
ら
の
数
々
の
教

え
を
胸
に
そ
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
宇
都

宮
市
の
経
済
発
展
・
社
会
福
祉
の
増
進
・

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所

の
果
た
す
べ
き
役
割
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
内
の
経
済
は
足
元
で
は
景
気
回
復
基

調
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
に
つい
て
も
政

府
の
成
長
戦
略
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
潜
在
成

長
率
の
引
き
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
や

生
産
工
程
の
合
理
化
・
省
力
化
へ
の
投
資
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
た
め
の
規
制
緩
和
や
雇
用
の

流
動
性
を
高
め
る
労
働
市
場
の
改
善
な
ど
、
喫
緊

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
中
長
期
的
に

は
、
政
府
が
進
め
る
Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ　

５・０
に
対
す

る
企
業
の
取
り
組
み
も
こ
れ
か
ら
重
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当

所
は
、
本
市
の
経
済
発
展
に
大
き
な
強
み
と
な
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
協
力

す
る
と
と
も
に
、
商
店
街
や
個
々
の
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
抱
え
る
細
か
な
課
題
を
見
逃
さ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
に
寄
り
添
い
な
が
ら
課
題
解
決

に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
当
所
１
２
５
年
の

歴
史
と
６
千
余
の
会
員
を
擁
す
る
地
域
総

合
経
済
団
体
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
の
重

さ
を
再
認
識
し
、
宇
都
宮
市
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
諸
団
体
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
本

市
発
展
に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
る
こ

と
を
お
約
束
し
、
会
頭
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

当
所
は
３
月
19
日
（
火
）、
平
成
30
年
度
第
６

回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
、
市
内

ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
、
平
成
31
年
度
事
業
計

画
な
ら
び
に
収
支
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案

が
承
認
さ
れ
、
役
員
人
事
で
は
、
会
頭
、
副
会
頭

お
よ
び
専
務
理
事
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
頭
に
つ
い
て
は
、
去
る
1
月
25
日
に
前
関
口
快

流
会
頭
の
逝
去
に
よ
り
、
役
員
推
薦
委
員
会
の
推

薦
を
受
け
た
前
会
頭
職
務
執
行
者
の
増
渕
正
二
氏

（
フ
タ
バ
食
品
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
）
が
第
20
代

会
頭
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
増
渕
氏
の
会
頭
就
任
に
よ
り
１
名
欠
員

と
な
っ
た
副
会
頭
に
は
長
谷
川
静
夫
氏
（
㈱
カ
ン
セ

キ 

代
表
取
締
役
会
長
）
が
選
任
さ
れ
、
さ
ら
に
、

佐
藤
佳
正
専
務
理
事
が
３
月
31
日
で
退
任
と
な
る

た
め
、
後
任
に
は
丹
羽
章
泰
氏
（
一
般
社
団
法
人

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
常
務
理
事
兼
事
務

局
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。

※
重
要
事
業
（
緑
色
）、新
規・拡
充
事
業
（
赤
色
）

の
み
掲
載
し
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
、
小
規
模

企
業
に
対
し
、
個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の
克
服

に
向
け
、
外
部
専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
各
種
支
援
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、
企
業

の
体
質
強
化
や
成
長
を
推
進
す
る
。

1 

経
営
発
達
支
援

　

創
業
、
販
路
開
拓
、
経
営
革
新
な
ど
の
事
業
計

画
の
策
定
か
ら
実
行
ま
で
を
伴
走
型
で
支
援
す
る

こ
と
で
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
図
る
。

① 

経
営
発
達
支
援
事
業
（
伴
走
型
小
規
模
事
業

者
支
援
推
進
事
業
）（
年
間
目
標
：
計
画
策

定
70
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
90
件
）

② 

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
セ
ミ
ナ
ー
・

個
別
相
談
会
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
40
人
、
個
別
相
談
会
参
加
者
10
人
）

③ 

小
規
模
事
業
者
特
定
課
題
対
応
経
営
相
談
事

業
（
経
営
専
門
相
談
会
）（
年
間
目
標
：
相

談
件
数
80
件
）

2 

経
営
相
談
支
援
の
推
進

　

小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
経
営
指
導
員
等
の
情
報
共
有
化
と

支
援
能
力
向
上
を
図
り
、
企
業
と
同
じ
目
線
で
課

題
解
決
を
支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
事

業
（
年
間
目
標
：
巡
回
相
談
６
、２
０
０
件
、

窓
口
相
談
２
、５
５
０
件
）

② 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

総
合
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
専
門
家
派

遣
30
件
、「
と
ち
ぎ
未
来
創
造
カ
ン
パ
ニ
ー
」

連
絡
会
議
開
催
１
回
））

③ 

税
務
指
導
事
業
〔
記
帳
代
行
、
記
帳
継
続
指

導
、
決
算
代
行
等
〕（
年
間
目
標
：
記
帳
代

行
12
件
、
記
帳
継
続
指
導
１
５
５
件
、
決
算

代
行
等
２
５
１
件
）

④ 

消
費
税
個
別
相
談
会
（
年
間
目
標
：
相
談

事
業
者
16
件
）

⑤ 

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
等
事
業

（
年
間
目
標
：
指
導
件
数
１
、０
０
０
件
、
セ

ミ
ナ
ー
10
回
）

⑥ 

補
助
金
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
補
助
金
ガ
イ
ド
）

作
成
事
業
（
年
間
目
標
：
作
成
回
数
３
回
、

作
成
部
数
各
回
５
０
０
部
）

3 

創
業
支
援
体
制
の
強
化

　

創
業
相
談
の
開
催
や
各
種
支
援
施
策
を
活
用
し

て
、
創
業
お
よ
び
新
分
野
進
出
等
を
支
援
し
、
創

業
者
輩
出
等
を
図
る
。

① 

創
業
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
創
業
相
談

件
数
１
５
０
件
、
創
業
者
輩
出
３
人
）

4 

金
融
支
援
の
推
進

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・
保

証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
事

業〔
マ
ル
経
融
資
〕（
年
間
目
標
：
推
薦
70
件
、

事
後
指
導
50
件
）

5 

企
業
再
生
支
援
の
促
進

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
再
生
、

倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手
続
き
等

を
、
ま
た
後
継
者
不
在
等
の
中
小
企
業
に
対
し
、

円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
。

① 

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業

（
年
間
目
標
：
相
談
件
数
45
件
、
再
生
計
画

策
定
完
了
42
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
１
３
０
件
）

② 

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
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主
要
事
業

１ 

企
業
活
力
の
強
化

長谷川　静夫 新副会頭
（㈱カンセキ 代表取締役会長）

丹羽　章泰 新専務理事
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（
年
間
目
標
：
相
談
２
４
０
件
、
成
約
31
件
、

金
融
機
関
等
連
絡
会
4
回
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
会
議
３
回
、
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
３
回
）

③ 

プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業
（
年

間
目
標
：
事
業
承
継
診
断
１
、０
０
０
件
、

公
的
支
援
機
関
・
外
部
専
門
家
への
取
り
次
ぎ

60
社
、
事
業
承
継
計
画
策
定
15
社
）

6 

人
材
確
保
・
育
成
の
支
援
詳
細

　

各
種
講
習
会
、
研
修
会
、
検
定
試
験
等
を
実
施

し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
を
支
援
す
る
。

① 

各
種
検
定
試
験

② 

建
設
業
人
材
育
成
支
援
事
業

③ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：

セ
ミ
ナ
ー
開
催
４
回
）

④ 

経
営
指
導
員
等
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
能
力
向
上
事
業

7 
情
報
活
用
支
援
の
推
進

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供
や

企
業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企
業

の
情
報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

① 

Ｉ
C
Ｔ
活
用
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
相

談
支
援
12
件
、
セ
ミ
ナ
ー
３
回
、
補
助
金
相

談
支
援
10
件
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
相
談

支
援
５
件
）

8 

環
境
・
福
祉
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推
進
す

る
。

① 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・
登
録
制
度
（
年
間

目
標
：
新
規
登
録
10
件
、
更
新
登
録
45
件
）

9 

福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対
策
の
促
進

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
安
定
し
た

制
度
と
し
て
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対

策
を
支
援
す
る
。

① 

会
員
事
業
所
共
済
の
運
営
N
o.
１
〔
普
通

共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）〕

② 

会
員
事
業
所
共
済
の
運
営
N
o.
2
〔
総
合
保

険
、
年
払
保
険
等
〕（
年
間
目
標
：
ベ
ス
ト
ウ

イ
ズ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
目
標
保
険
料
達
成
）

③ 

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
支
援
事
業（
年

間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
開
催
1
回
、
専
門
家
派
遣
）

④ 

健
康
経
営
推
進
事
業
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ

ー
開
催
、
情
報
提
供
等
）

　　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
への
支
援
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
対
応
、
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
観
光
交

流
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
広
域
連
携
等
を

支
援
し
、
消
費
の
拡
大
と
地
域
商
業
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携・農
商
工
連
携
に
よ
る
、

新
し
い
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
は
、
正
規
雇
用
・

女
性
の
職
場
定
着
等
、
企
業
の
労
働
力
確
保
を
支

援
し
企
業
活
力
の
向
上
を
図
る
。

1 

地
域
商
業
の
振
興
促
進

集
客
力
の
向
上
と
賑
わ
い
創
出
（
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ

フ
ト
事
業
・
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
）
を
支
援
し
、
中
心

市
街
地
お
よ
び
各
地
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

① 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
（
年
間
目

標
：
30
店
舗
）

② 

宮
の
市
（
商
業
祭
）（
年
間
目
標
：
集
客
数

16
万
人
）

③ 

商
店
街
若
手
経
営
者
発
掘
・
育
成
事
業

④ 

宇
都
宮
地
域
商
店
街
活
性
化
事
業
（
宇
都
宮

市
商
店
街
連
盟
へ
の
支
援
）

⑤ 

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
事

業
（
年
間
目
標
：
参
加
店
60
店
舗
、
講
座

数
１
２
０
講
座
、
参
加
人
数
１
、５
０
０
人
）

⑥ 

消
費
喚
起
支
援
事
業
（
元
号
改
正
に
伴
う
消

費
喚
起
支
援
事
業
）

⑦ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

⑧ 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
推
進
協
力
（
栃
木
県
Ｌ
Ｒ
Ｔ
研

究
会
等
）

⑨ 

大
谷
地
区
観
光
促
進
支
援
事
業

2 

観
光
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源
の
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
に
努
め
、
集
客
交
流
を
促
進
す
る
。

① 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
支
援

② 

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
実
行
委
員
会
支
援
事
業

③ 

栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
事
業

3 

も
の
づ
く
り
・
販
路
拡
大
の
支
援

　

 

地
域
企
業
が
持
つ
力
を
宇
都
宮
の
地
域
特
性
と

組
み
合
わ
せ
、
特
色
あ
る
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
、

地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
推
進
す
る
。

① 

農
商
工
連
携
推
進
事
業
（
う
つ
の
み
や
ア
グ
リ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
）

② 

新
名
産
品
開
発
事
業
〔
宇
都
宮
雷
都
物
語
〕

（
年
間
目
標
：
売
上
８
、０
０
０
万
円
、
販
促

イ
ベ
ン
ト
５
回
以
上
、
手
づ
く
り
教
室
：
一 

般

５
講
座
以
上
・
学
校
８
校
以
上
））

③ 

工
業
団
地
役
員
と
の
交
流
会

④ 

宇
都
宮
ゑ
び
す
市
事
業
（
年
間
目
標
：
参
加

企
業
15
社
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
３
回
）

4 

ひ
と
づ
く
り
支
援
の
推
進

　

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推

進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営
者
等
の
育

成
を
支
援
す
る
。

① 

青
年
部
事
業
の
支
援
（
年
間
目
標
：
新
規

会
員
加
入
15
件
）

② 

女
性
部
事
業
の
支
援
（
年
間
目
標
：
新
規

会
員
加
入
10
件
）

5 

雇
用
の
促
進
支
援

　

栃
木
労
働
局
等
関
係
機
関
や
学
校
等
と
の
連
携

を
図
り
、
職
業
訓
練
機
会
の
提
供
や
、
女
性
・
高

齢
者
・
障
害
者
等
が
自
己
の
能
力
を
活
か
し
な
が

ら
継
続
就
業
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援

等
を
行
い
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
人
材
不
足
改

善
に
努
め
る
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
周

知
及
び
相
談
窓
口
を
設
置
し
支
援
す
る
。

① 

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業

② （
仮
称
）
働
き
方
改
革
相
談
窓
口
の
設
置

③ 

建
設
業
人
材
育
成
支
援
事
業
〔
再
掲
〕

④ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
〔
再
掲
〕（
年
間

目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
4
回
）

　

国
・
県
・
市
等
の
政
策
に
会
員
や
地
域
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地
域

経
済
の
先
導
者
と
し
て
、
積
極
的
な
政
策
提
言
活

動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
事
業
運
営
の
安
定
を
図

る
た
め
、
会
員
組
織
の
拡
大
と
財
政
基
盤
の
強
化

に
努
め
る
。

1 

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

地
域
お
よ
び
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
景
気
対

策
、
中
小
企
業
対
策
、
公
共
交
通
の
充
実
、
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
等
に
つ
い
て
建
議
・
要
望
活
動
を
積

極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
議
員
改
選
に
よ
る

組
織
体
制
の
整
備
と
会
員
組
織
の
拡
大
を
図
り
、

安
定
し
た
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

① 

役
員
議
員
の
改
選

② 

役
員
議
員
活
動
の
充
実

③ 

正
副
部
会
長
・
分
科
会
長
・
評
議
員
の
改
選

④ 

委
員
会
委
員
の
再
編

⑤ 

部
会
・
委
員
会
活
動
の
充
実

⑥ 

政
策
提
言
活
動
（
国
・
県
・
市
へ
の
建
議
・
要

望
活
動
）　

⑦ 

第
5
次
中
期
事
業
計
画
・
中
長
期
財
政
計
画

の
策
定

⑧ 

会
員
管
理
・
加
入
促
進
事
業
（
年
間
目
標
：

組
織
率
32
％
、
会
員
巡
回
８
０
０
件
）

⑨ 

職
員
能
力
強
化
事
業
（
経
営
指
導
員
等
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
向
上
）

職員の人事異動

退職（平成31年3月31日付）

（平成31年4月1日付）

●理事

金子　　敏
（前 理事事務局長）

●事務局長  総務部長  特任参事
手塚　忠之

（前 中小企業相談所長 総務部長 参事）

●中小企業相談所長  地域振興部長  参事
鈴木　　毅

（前 経営支援部長 副参事）

●経営支援部長  参事
阿部　訓久

（前 地域振興部長 副参事）

●経営支援部次長  主幹
中島　寿典

（前 総務部次長代理 副主幹）

●総務部次長代理  副主幹
松本　泰宏

（前 地域振興部次長代理 副主幹）

●経営支援部次長代理  副主幹
平山　英明

（前 総務部次長代理 副主幹）

●地域振興部次長代理  副主幹
本澤　尚子

（前 地域振興部 副主幹）

●総務部  主任主事
岡﨑　　慧
（前 経営支援部 主事）

●総務部  主任
清嶋　眞智子
（前 地域振興部 主幹）

●総務部  主事
目﨑　有生
＜新規採用＞

●地域振興部  主事
小泉　空見子

＜新規採用＞

大町　純一
（前 経営支援部次長  特任参事）

小松　信一
（前 総務部 指導主任）

佐々木　朝子
（前 総務部 嘱託）

2 
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
に

努
め
る
。

① 

会
員
大
会
（
次
年
度
開
催
準
備
）

② 

会
員
事
業
所
広
報
支
援
事
業
〔
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
合
同
記
者
発
表
会
〕（
年
間
目
標
：

支
援
数
15
事
業
者
）

3 

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

会
員
企
業
へ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
会
報
な
ら
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
お
よ

び
各
種
調
査
結
果
の
発
信
と
有
効
活
用
を
図
る
。

① 

会
報「
天
地
人
」の
発
行（
部
数
８
、０
０
０
部
、

毎
月
10
日
発
行
、
年
12
回
）

② 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
（
年
間
目
標
：

ア
ク
セ
ス
20
万
件
）

2 

地
域
経
済
の
活
性
化

3 

政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化

あいさつする増渕新会頭

特集1／平成３１(2019)年度 事業計画・収支予算

平成31（2019）年度事業収支予算
（平成31（2019）年4月1日～2020年3月31日）

合 計
12億4,035
万円

収入構成

支出構成

会計別予算構成

26.9 ％

35.0％
（43,355万円）

41.6 ％
（51,624万円）

17.5 ％
（21,762万円）

12.9 ％
（15,949万円）

31.6 ％
（39,173万円）

12.6 ％
（15,662万円）

2.8 ％
（3,423万円）

10.5％
（13,029万円）

4.6％
（5,696万円）

4.3％
（5,341万円）

3.2％
（4,000万円）

18.3 ％
（22,700万円）

31.7 ％
（39,341万円）

8.4 ％
（10,370万円）

（33,356万円）

8.3 ％
（10,346万円）

4.1 ％
（5,037万円）7.0 ％

（8,675万円）

18.8 ％
（23,266万円）

合 計
12億4,035
万円

合 計
12億4,035
万円

■会費　■事業収入　■補助金等　■負担金等
■繰入金　■繰越金

■事業費　■人件費　■管理費等　■繰出金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計
■特定退職金共済制度特別会計

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計　
■中小企業再生支援協議会特別会計
■経営改善支援センター特別会計
■事業引継ぎ支援センター特別会計
■プッシュ型事業承継支援特別会計
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特集2／働き方改革と年次有給休暇

　

特
定
社
会
保
険
労
務
士
で
あ
り
、
ま
た
宇
都
宮

商
工
会
議
所
の
振
興
委
員
も
務
め
て
お
ら
れ
る
、

栃
木
労
務
管
理
事
務
所
の
伊
藤
公
子
先
生
に
う
か

が
い
ま
し
た
。

年
休
取
得
は
使
用
者
の
義
務

—

最
初
に
、
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）
は
、
次
の
２
点

を
満
た
し
て
い
る
労
働
者
で
あ
れ
ば
取
得
で
き
る

よ
う
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
雇
入
れ
の
日
か
ら
６
カ
月
継
続
し
て
い
る

●
全
労
働
日
の
８
割
以
上
を
出
勤
し
て
い
る

　

日
数
に
つい
て
は
継
続
勤
務
の
年
数
や
所
定
労
働

日
数
な
ど
で
異
な
り
ま
す
が
、
今
あ
げ
た
条
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、原
則
10
日
取
得
で
き
ま
す
。（
図

１
）。

　

こ
れ
ま
で
は
年
休
の
取
得
は
労
働
者
か
ら
の
請

求
に
よ
る
も
の
で
、
使
用
者
に
は
、
そ
れ
を
進
ん
で

取
得
さ
せ
る
義
務
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
４
月
１
日
か
ら
、
年
５
日
の
年
休
を

確
実
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
使
用
者
の
義
務
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
「
年
休
が
10
日
以
上
付
与
さ

れ
る
労
働
者
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
例
え
ば

正
社
員
が
半
年
勤
務
し
て
い
れ
ば
使
用
者
に
義
務

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
正

社
員
の
み
で
は
な
く
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
方
に
も
年
休

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
方
で

も
継
続
勤
務
年
数
に
よ
っ
て
は
、
年
10
日
以
上
の

付
与
日
数
に
な
る
方
も
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
正

社
員
同
様
年
５
日
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。（
図
２
）

　

年
休
を
付
与
し
た
日
を
「
基
準
日
」
と
言
い
ま

す
。
基
準
日
か
ら
１
年
以
内
に
５
日
に
つ
い
て
、
時

季
を
指
定
し
て
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

基
準
日
の
設
定
は
、
各
労
働
者
の
入
社
日
ご
と

に
決
め
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
ま
す
し
、
４
月
１

日
な
ど
で
統
一
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

管
理
の
し
や
す
さ
と
い
う
点
で
は
、
後
者
を
お
勧

め
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
取
得
管
理
上
の
ミ
ス
も

少
な
く
な
り
ま
す
。
小
さ
い
企
業
や
、
中
途
採
用

の
多
い
事
業
所
の
場
合
は
、
入
社
日
で
な
く
入
社

月
で
統
一
す
る
や
り
方
も
あ
り
ま
す
（
図
３
）。

—

時
季
は
会
社
が
指
定
す
る
の
で
す
ね
。

伊
藤　

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
労
働
者
の
意
思
を

無
視
し
て
決
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
時
季
指
定
に

あ
た
っ
て
は
、
労
働
者
の
意
見
を
聴
収
し
、
で
き

る
だ
け
希
望
に
沿
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
労
働
者
が
す
で
に
５
日
以
上
の
休
暇

を
請
求
取
得
し
て
い
る
場
合
や
、
労
働
者
が
自
ら

請
求
取
得
し
た
年
休
日
数
と
計
画
年
休
（
労
使

協
定
で
取
得
日
を
定
め
た
年
休
）
の
日
数
が
５
日

に
達
し
て
い
る
場
合
は
、
使
用
者
が
時
季
を
指
定

す
る
必
要
も
な
く
、
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

違
反
し
た
場
合
は
懲
役
や
罰
金
も

—

従
業
員
が
多
い
と
管
理
も
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

伊
藤　

で
す
か
ら
法
律
で
、
使
用
者
に
は
労
働
者

ご
と
の
年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
を
作
成
し
、
３
年

間
保
存
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
管
理
簿

に
は
労
働
者
ご
と
に
時
季
、
日
数
、
基
準
日
を
明

記
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
労
働
者
名
簿
や
賃
金
台
帳
と
合
わ
せ

て
作
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ
の
ほ
う
が

わ
か
り
や
す
く
、
事
業
所
に
と
って
手
間
が
は
ぶ
け

て
ミ
ス
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
給
与
計
算
ソ
フ
ト
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

つい
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

—

年
休
は
就
業
規
則
に
も
記
載
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
ね
。

伊
藤　

休
暇
に
関
す
る
事
項
は
就
業
規
則
の
絶
対

的
必
要
記
載
事
項
（
労
働
基
準
法
89
条
）
で
す
。

使
用
者
が
年
休
の
時
季
指
定
を
行
う
た
め
に
は
、

●
時
季
指
定
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲

●
時
季
指
定
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
記
載
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
就
業
規
則
は
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署

に
届
出
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
時
季
指
定
を
行
う

事
業
所
で
ま
だ
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い
場
合
は

速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

—

違
反
し
た
場
合
の
罰

則
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

伊
藤　

違
反
し
た
場
合
の

罰
則
は
、

●
年
５
日
の
年
休
を
取
得

さ
せ
な
か
っ
た
場
合

→
30
万
円
以
下
の
罰
金

●
使
用
者
が
時
季
指
定
を

行
う
こ
と
を
就
業
規
則

に
記
載
し
て
い
な
か
っ
た

場
合

→
30
万
円
以
下
の
罰
金

●
労
働
者
が
請
求
す
る
時

季
に
所
定
の
年
休
を
与

え
な
か
っ
た
場
合

→
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
30
万
円
以
下
の
罰

金
と
な
っ
て
い
ま
す（
図

４
）。

罰
則
に
よ
る
違
反
は
、
労

働
者
一
人
に
つ
き
一
罪
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

—

罰
則
罰
金
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
、
き
ち
ん

と
守
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

伊
藤　

そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
「
罰
金
罰
則
が

あ
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
社
員
の
健

康
が
会
社
繁
栄
の
基
本
で
す
か
ら
、
経
営
者
の
皆

さ
ん
は
ぜ
ひ
率
先
し
て
、
労
働
者
が
年
休
を
取
り

や
す
い
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。

　

上
司
が
率
先
し
て
年
休
を
取
得
す
れ
ば
、
部
下

も
休
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

年
休
の
取
得
予
定
表
を
作
成
し
、
社
内
や
部
署

で
共
有
す
る
な
ど
意
識
の
向
上
を
図
る
の
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

祝
日
や
休
日
と
年
休
を
組
み
合
わ
せ
る

—

計
画
的
付
与
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤　

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
制
度
（
計

画
年
休
）
は
、
前
も
っ
て
計
画
的
に
休
暇
取
得
日

を
割
り
振
る
こ
と
で
、
労
働
者
が
年
休
を
取
得
し

や
す
く
す
る
も
の
で
す
。
使
用
者
に
と
っ
て
も
労

務
管
理
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
と
ま
っ
た
休

暇
は
年
休
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
心
と
体
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュに
な
る
は
ず
で
す
。

　

計
画
年
休
の
決
め
方
は
、
業
種
業
態
や
事
業
所

　
昨
年
６
月
に
働
き
方
改
革
関
連
法
が
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
本
誌
で
も

す
で
に
昨
年
11
月
号
の
特
集
記
事
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
4
月
1
日
か
ら
中
小
企
業
も
対

象
と
さ
れ
る
年
次
有
給
休
暇
取
得
義
務
に
つ
い
て
改
め
て
ま
と
め
ま
し
た
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

大
き
く
変
わ
っ
た
年
次
有
給
休
暇
制
度

年
休
取
得
を
怠
る
企
業
に
は
罰
則
も

特
集
2  

働
き
方
改
革
と
年
次
有
給
休
暇

の
業
務
内
容
に
よ
って
違
って
き
ま
す
。

　

事
業
所
を
一
斉
に
休
業
し
て
全
員
に
取
得
さ
せ

る
や
り
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
部
署
内
で
グ
ル
ー

プ
を
決
め
て
交
代
で
取
得
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
も
ち
ろ
ん
一
人
ひ
と
り
個
別
の
取
得
も
で
き

ま
す
。
事
業
所
に
あ
っ
た
方
式
を
労
使
で
話
し
合

っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。
夏
季
や
年
末
年
始
に
計

画
年
休
を
組
み
合
わ
せ
て
大
型
連
休
と
す
る
こ
と

や
、
飛
び
石
連
休
の
間
を
計
画
年
休
で
埋
め
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
運
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

—

ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

伊
藤　

就
業
規
則
に
よ
る
規
定
と
、
労
使
協
定
の

締
結
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
労
使
協
定
で
は
、

対
象
者
や
対
象
と
な
る
年
休
日
数
、
具
体
的
な
方

法
な
ど
細
か
く
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
の
労
使
協
定
は
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に

届
け
出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

　

 　
　
　
　
　
　
　

※　
　

※　
　

※

—

概
略
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
上
手
に
対
応

す
れ
ば
使
用
者
・
労
働
者
と
も
に
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

伊
藤　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
年
休
も
含
め
て
福
利
厚

生
の
充
実
は
、
人
材
募
集
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
若
い
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集

め
ま
す
か
ら
、
労
働
条
件
の
良
い
企
業
で
な
く
て

は
思
う
よ
う
な
人
材
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

結
果
と
し
て
企
業
活
動
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
在
職
中
の
方
も
今
回
の
働
き
方
改
革
で
自

分
の
会
社
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
期
待
し
て
い

伊藤 公子 ／いとう・きみこ
日光市生まれ。成城大学経済学部
卒業。会計事務所勤務などを経て、
２０１１年に栃木労務管理事務所に
入社。その後社会保険労務士の資
格を取得し現在に至る。宇都宮商工
会議所振興委員。戦略の策定などを
行っている。
写真はエンドー写真スタジオ提供

ま
す
。

　

人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
在
職
者
の
方
々
に

永
く
元
気
に
勤
め
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
仕

事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
、
み
ん
な
が
生
き
生
き

と
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
は
大
切
で
す
。

　

今
回
は
細
か
い
個
別
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
触
れ
る

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
疑
問
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
私
ど
も
社
会
保
険
労
務
士
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

週所定
労働日数

1年間の
所定
労働日数

6カ月

図１　原則となる付与日数

図3　基準日を月初で統一した場合の例

図4　基準日を月初で統一した場合の例　　　

1年6カ月 2年6カ月 3年6カ月 4年6カ月 5年6カ月 6年6カ月以上継続勤務年数

付与日数 10日 11日 12日 14日 16日 18日 20日

労働基準法
第39条第７項

労働基準法
第89条

労働基準法
第39条

（第７項を除く）

違反条項 違反内容 罰則規定 罰則内容

年５日の年次有給休暇を
取得させなかった場合

30万円以下
の罰金

30万円以下
の罰金

６カ月以下の懲役
または30万円以下
の罰金

労働基準法
第120条

労働基準法
第120条

労働基準法
第119条

使用者による時季指定を
行う場合において、就業規則に
記載していない場合

労働者の請求する時季に
所定の年次有給休暇を
与えなかった場合

2019年4月10日
2019年
10月1日

2019年
11月1日

2020年
9月30日

2020年
10月31日

2019年4月20日

2019年5月15日

2019年5月25日

10日の
休暇を付与

までに
５日の取得義務

入社日 付与日 取得義務の履行期間

５日取得させる期間も
月ごとに統一できる基準日を月初にする

図２　パートタイム労働者など、所定労働日数が少ない労働者に対する付与日数

継続年数

6カ月
1年
6カ月

2年
6カ月

3年
6カ月

4年
6カ月

5年
6カ月

6年
6カ月

7日 8日 9日 10日 12日 13日 15日

5日 6日 6日 8日 9日 10日 11日

3日 4日 4日 5日 6日 6日 7日

1日 2日 2日 2日 3日 3日 3日

4日

3日

2日

1日

169日～
216日

121日～
168日

73日～
120日

48日～
72日

付
与
日
数



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます
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市
政
例
会

「
市
政
か
ら
学
ぶ
経
営
」を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

　

市
政
例
会
を
３
月
１
日（
金
）、
宇

都
宮
市
内
の
割
烹
料
理
店
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
例
会
で
は
佐
藤
栄

一
宇
都
宮
市
長（
当
所
青
年
部
Ｏ
Ｂ
）

を
お
招
き
し
、
当
青
年
部
の
坂
本
会

長
と
檜
山
直
前
会
長
の
鼎
談
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

鼎
談
に
は
３
テ
ー
マ
を
設
定
。
ま

ず「
宇
都
宮
市
役
所
の
運
営
か
ら
経

営
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
」で
、
佐
藤

市
長
に
は
宇
都
宮
市
役
所
を
、
坂
本

会
長
に
は
青
年
部
を
、
ひ
と
つ
の
企

業
と
仮
定
し
て
い
た
だ
き
、
経
営
手

法
や
経
営
資
源
の
方
針
な
ど
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て「
佐
藤
市
長
と
坂
本
会
長

に
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
お
う
」で
は
、

　

毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
前
９
時
か

ら
、
バ
ン
バ
通
り
周
辺
に
て
、
歩
道

等
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取

り
組
み
は
、
宇
都
宮
の
中
心
市
街
地

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
地
域
を
さ

佐
藤
市
長
に
当
所
青
年
部
会
長
時
代

か
ら
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。

　

最
後
に「
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
商
工
会

議
所
青
年
部
）の
理
想
像
を
描
こ

う
」と
し
て
、
こ
こ
で
も
佐
藤
市
長

か
ら
、
青
年
部
会
長
を
経
験
し
た
か

ら
こ
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
人
生
の

先
輩
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
設
営
に
は
、
３
つ
の

目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

①
青
年
部
の
メ
リ
ッ
ト—

Ｏ
Ｂ
の
佐

藤
市
長
と
交
流
を
持
て
る　

②
例
会
で
の
学
び—

市
を
企
業
と

し
て
見
立
て
、
長
と
し
て
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
手
法
を
学
ぶ　

③
青
年
部
へ
の
認
識—

市
長（
歴
代

青
年
部
会
長
）や
現
・
坂
本
会
長

の
青
年
部
へ
の
想
い
や
取
り
組
み

を
理
解
す
る

　

特
に
学
び
の
部
分
で
は
、
佐
藤
市

長
か
ら
経
営
者
目
線
で
の
具
体
的

な
取
り
組
み
な
ど
を
伺
う
こ
と
が

で
き
、
青
年
経
営
者
と
し
て
多
く
の

ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
総
務
委
員
会　委

員
長　

中
村　

悟
志
）

ら
に
活
性
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
の
も
と
、
商
店
街
の
方
々
と
協

力
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
私

た
ち
女
性
部
は
、
イ
ベ
ン
ト
用
に
作

製
し
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
エ
プ
ロ
ン
を

着
用
し
、
女
性
部
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
活
動
当
初
と
比
べ
る
と
、

毎
月
清
掃
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ゴ
ミ
の
量
も
随
分
と
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
の
清
掃
開
始
前
に
行

わ
れ
た
朝
礼
で
は
、
当
所
女
性
部
で

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
は

じ
め
、
商
店
街
の
方
々
に
向
け
て
日

ご
ろ
の
感
謝
の
思
い
な
ど
を
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
商
店
街
の
方
々
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
活
動

し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
副
会
長　

今
井　

キ
ヨ
）

中
心
市
街
地

定
期
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す

女
性
部
だ
よ
り

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

平
成
31
年
度
の
宇
都
宮
商
工
会
議

所
年
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
5
月

7
日（
火
）に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
銀
行
窓
口
で
お
振
り
込
み

の
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

　

当
所
は
、
平
成
20
年
度
以
来
、
厚

生
労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
栃

木
県
地
域
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
雇
用
型
訓
練
を
実

施
す
る
企
業
の
支
援
を
始
め
、
ジ
ョ

ブ
・
カ
ー
ド
制
度
の
活
用
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
３
月
末
を
も
っ
て
、
事
業

実
施
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
新
体
制
と
な

り
、
㈱
パ
ソ
ナ
が
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
体
制
が
整
う
ま
で
の
期
間（
４

月
１
日
か
ら
当
面
の
間
：
３
カ
月

程
度
の
見
込
み
）は
、
栃
木
労
働
局

が
担
当
し
、
そ
の
後
は
、
㈱
パ
ソ
ナ

が
事
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
の

活
用
を
ご
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
栃

で
、
新
た
に
領
収
書
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

総
務
部
会
員
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い（
す
で
に
領
収
書
の
発
行
を
申

し
込
ん
で
い
る
方
は
、
本
年
度
も
同

様
に
発
行
し
ま
す
）。

木
労
働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
４
月
１
日
か
ら
当
面
の
相
談
窓
口

（
３
カ
月
程
度
の
見
込
み
）

栃
木
労
働
局  

職
業
安
定
部
職
業
対

策
課
分
室  

助
成
金
事
務
セ
ン
タ
ー

〈
住
所
〉宇
都
宮
市
桜
５
-１
-13

宇
都
宮
合
同
庁
舎
４
階

☎
０
２
８
-６
１
４
-２
２
６
３

◎
新
委
託
事
業
者

㈱
パ
ソ
ナ  

関
東
広
域
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
エ
リ
ア

〈
住
所
〉宇
都
宮
市
馬
場
通
り
４
-１
-

１ 

う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク
エ
ア

☎
０
２
８
-６
２
５
-８
５
８
５

会
員
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

宇
都
宮
商
工
会
議
所
に
お
け
る
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
事
業
実
施
終
了
の
お
知
ら
せ

会
費
の
口
座
引
き
落
と
し
に
つ
い
て

中心市街地定期清掃前の朝礼の様子

佐藤市長をお招きして開催した市政例会

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
6
0
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
8
0
0
0
部
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安
価

に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

6
5
0
0
部
折
り
込
み
／
8
万
1
千

円（
会
員
価
格
）〜
）で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
6
0
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

宇
都
宮
商
工
会
議
所
W
E
B
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！
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宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
関
す
る
回
答
（
新
規
要
望
の
み
掲
載
）

　

当
所
で
は
、
昨
年
11
月
19
日（
月
）

に
宇
都
宮
市
長
お
よ
び
市
議
会
議

長
あ
て
に『
企
業
活
力
の
強
化
に
つ

い
て
』『
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

い
て
』『
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
』
を
柱
と
す
る
、「
平
成
31

（
２
０
１
９
）年
度
予
算
化
及
び
措

置
要
望
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
２
月
28
日（
木
）

に
宇
都
宮
市
か
ら
回
答
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

な
お
、
本
誌
面
で
は
、
新
規
要

望
の
４
項
目
に
対
す
る
回
答
の
一
部

を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。
全
文

に
つ
い
て
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.u-cci.or.jp

◎
企
業
活
力
の
強
化
に
つ
い
て

1
行
政
投
資
の
地
域
企
業
へ
の

　
優
先
発
注
に
つ
い
て

　

地
方
経
済
の
活
性
化
に
は
、
地

域
内
企
業
の
経
済
活
動
を
通
じ
て

生
産
さ
れ
た
付
加
価
値
が
所
得
と

し
て
分
配
さ
れ
、
消
費
や
投
資
と

し
て
支
出
さ
れ
再
び
地
域
内
企
業

に
還
流
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ

の
過
程
で
地
域
外
に
お
金
が
流
出

整
備
事
業（
２
０
２
２
年
８
月
公
共

施
設
等
の
供
用
開
始
予
定
）に
あ
わ

せ
て
着
実
に
整
備
さ
れ
ま
す
よ
う

要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】市
街
地
整
備
課

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
に
つ

き
ま
し
て
は
、
広
域
交
流
拠
点
に

ふ
さ
わ
し
い
、
交
通
結
節
機
能
の

強
化
や
賑
わ
い
と
魅
力
あ
る
周
辺

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、

駅
前
広
場
の
再
整
備
や
、
市
街
地

再
開
発
事
業
な
ど
周
辺
土
地
利
用

に
つ
い
て
一
体
的
に
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

駅
前
広
場
の
再
整
備
に
つ
き
ま

し
て
、
平
成
31（
２
０
１
９
）年
度

は
、
決
定
し
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
駅
横
断

ル
ー
ト
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
Ｌ

Ｒ
Ｔ
導
入
ル
ー
ト
や
停
留
場
の
配

置
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

駅
西
口
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
駅
前
に
お
け
る
市

街
地
再
開
発
事
業
の
実
現
に
向
け

た
、
地
元
の「
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」の
活
動

へ
の
継
続
し
た
支
援
や
、
北
側
の

低
未
利
用
地
の
活
用
に
つ
い
て
の

検
討
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
、
関
係
権
利
者
と

の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

地
区
整
備
に
向
け
た
機
運
の
醸
成

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

し
た
場
合
、
地
域
経
済
が
縮
小
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
い
か
に

地
域
経
済
の
好
循
環
を
つ
く
り
出

す
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
で
は
、
人
口
減
少
時

代
に
あ
っ
て
も
、
持
続
的
な
発
展
が

可
能
な
都
市
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
、
着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
行
政
投
資
が
地
域
に

循
環
し
波
及
効
果
を
生
み
出
し
地

域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
よ

う
、
市
の
諸
事
業
の
業
務
委
託
及

び
工
事
請
負
等
の
発
注
に
際
し
、

地
域
の
事
業
者
等
へ
の
な
お
一
層
の

優
先
的
な
発
注
を
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】契
約
課

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
、
工
事
や
物
品
購
入
に
お

け
る
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
市
内
に
本
店
が
あ
る

こ
と
を
参
加
要
件
と
し
、
業
務
委

託
に
お
け
る
指
名
競
争
入
札
に
つ
い

て
は
、
市
内
事
業
者
を
優
先
し
て

指
名
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
口
減
少
時

代
に
あ
っ
て
も
将
来
に
わ
た
る
担
い

手
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、「
建
設
工

事
に
お
け
る
週
休
２
日
制
の
導
入
」

　

引
き
続
き
、
現
在
検
討
し
て
い

る
駅
西
側
へ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
な
ど
の

関
連
計
画
や
宇
都
宮
駅
東
口
地
区

整
備
事
業
な
ど
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
県
都
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
駅
周
辺
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

　

宇
都
宮
市
の
中
心
市
街
地
は
、

古
く
か
ら
二
荒
山
神
社
の
門
前
町

や
宇
都
宮
城
の
城
下
町
と
し
て
栄

え
、
長
い
歴
史
の
中
で
栃
木
県
の

政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
商
業
の

地
盤
沈
下
、
回
遊
性
の
低
下
、
建

物
の
老
朽
化
な
ど
の
諸
問
題
が
深

刻
化
し
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
が

低
下
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
都
心
部
地
区
市
街
地
再

生
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
歩

い
て
愉
し
い
ま
ち
・
愉
し
く
豊
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
・
人
と
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
進
め

ら
れ
て
い
る「
宇
都
宮
大
手
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
」
は
、

２
０
１
６
年
２
月
に
着
工
し

２
０
１
９
年
１
月
に
竣
工
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
魅
力
あ
る
都
市
拠

点
の
形
成
に
向
け
た
新
た
な
１
歩

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

に
つ
い
て
平
成
31（
２
０
１
９
）年
度

中
の
運
用
開
始
を
目
指
す
な
ど
、

市
内
事
業
者
の
持
続
的
な
発
展
に

資
す
る
取
組
を
推
進
し
、
今
後
と

も
、
本
市
全
体
の
経
済
の
好
循
環

に
つ
な
が
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
取
組

を
実
施
し
な
が
ら
、
市
内
事
業
者
へ

の
優
先
発
注
が
着
実
に
進
む
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

1
餃
子
通
り
に
つ
い
て

　

２
０
１
８
年
４
月
に
呼
称
と
し

て
命
名
さ
れ
た
餃
子
通
り（
宮
島
町

通
り
）に
つ
い
て
は
、
現
在
、
餃
子

を
提
供
す
る
店
舗
が
５
店
あ
り
ま

す
が
、
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を
図

る
た
め
、
よ
り
多
く
の
店
舗
の
集

積
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
宇
都
宮
市
中
心
商
業
地
出

店
等
促
進
事
業
補
助
金
に
お
け
る
、

当
該
通
り
に
餃
子
店
を
出
店
す
る

際
の
優
遇
措
置
に
よ
る
出
店
促
進

を
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

餃
子
通
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
を
創
出
し
、

誘
客
を
促
進
す
る
た
め
、
本
市
に

す
。
ま
た
、
千
手
・
宮
島
地
区
や

バ
ン
バ
地
区
の
再
開
発
に
つ
い
て
も
、

将
来
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
宇
都
宮
駅
西
側

延
伸
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
将
来

像
を
明
確
化
し
、
地
元
企
業
等
関

係
者
の
意
向
を
十
分
に
踏
ま
え
た

う
え
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
の
取
り
組
み
強
く
要
望

し
ま
す
。

【
回
答
】地
域
政
策
室
、
市
街
地
整

備
課

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
、「
第
２

期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
各
種
事
業
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
面

に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
建
築
物
の

更
新
を
図
り
な
が
ら
、
商
業
や
住

宅
な
ど
の
施
設
整
備
に
よ
る
都
市

機
能
の
集
積
や
居
住
環
境
の
整
備

を
行
う「
宇
都
宮
大
手
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
」を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
千
手
・
宮
島
地
区
及

び
バ
ン
バ
地
区
に
つ
い
て
も
、
現
在
、

地
元
の
再
開
発
準
備
組
合
に
お
い

て
事
業
計
画
案
の
検
討
や
権
利
者

及
び
関
係
者
の
合
意
形
成
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
円
滑
か
つ
確
実

な
事
業
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
継
続

的
に
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
に
つ
き
ま
し
て

お
い
て
餃
子
を
テ
ー
マ
と
し
た「
路

面
の
カ
ラ
ー
舗
装
」や「
餃
子
の
デ

ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
」を
実

施
す
る
ほ
か
、
民
間
団
体
等
も
餃

子
通
り
の
看
板
や
の
ぼ
り
の
設
置

な
ど
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
展

開
す
る
な
ど
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
積
極
的
な
観
光
誘
客
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
餃
子
通
り
の
更
な
る
活

性
化
を
図
る
た
め
、
中
心
商
業
地

の
新
規
出
店
を
促
進
す
る「
中
心
商

業
地
出
店
等
促
進
事
業
補
助
金
」に

お
け
る
支
援
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

1
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
の

　
整
備
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
に
つ
い

て
は
、
東
口
同
様
に
県
都
の
顔
で
あ

り
、
宇
都
宮
都
心
部
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
で
位
置
づ
け
さ
れ
た「
Ｊ
Ｒ

コ
ア
」を
形
成
し
、「
セ
ン
タ
ー
コ
ア
」

と
共
に
本
市
の
繁
栄
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
拠
点
で
あ
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
２
０
２
２
年
３
月

開
業
予
定
）や
宇
都
宮
駅
東
口
地
区

は
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
と
賑
わ

い
の
創
出
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
、

オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
や
バ
ン
バ
ひ
ろ

ば
、
釜
川
な
ど
に
お
け
る
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
オ
リ
オ
ン
通
り

に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
に

つ
い
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
期
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

お
り
、
こ
の
策
定
に
当
た
り
、
ま
ず

は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側

へ
の
延
伸
を
見
据
え
、
地
元
の
企
業

や
商
店
街
等
の
関
係
者
と
の
意
見

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
中
心
市
街
地

に
お
け
る
将
来
像
を
検
討
し
た
上
で
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
わ
た
る

各
種
活
性
化
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、

今
後
と
も
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

宇都宮市 大竹経済部長（右）から
回答書を受ける当所檜原常務理事（左）
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中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

● 

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

● 

支
援
施
策
の
紹
介

● 

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

● 

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

● 

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
て
実
務
に
役
立
て
た

い
方
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】

６
月
４
日（
火
）
〜
10
月
４
日（
金
）、

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

講
義
回
数　

34
回

※
原
則
毎
週
火
・
金
曜
日（
都
合
に
よ

り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
会
場
】当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】１
万
２
千
円（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
〜
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
定
員
】50
人
程
度

【
受
講
資
格
】

宇
都
宮
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方（
学
生
は
除
く
）。

【
申
込
】

所
定
の
申
込
書（
本
号
折
り
込
み
チ

ラ
シ
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

受
講
料
を
添
え
て
、
５
月
24
日（
金
）

ま
で
に
直
接
、
当
所
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

３
級
簿
記
講
座

経
営
支
援
部
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経
営
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援
部
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市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
次
世
代
へ
の
経
営

資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援

す
る
た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委
託

を
受
け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
】

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
業
務
の
拡
大
に
伴
い
、
栃

木
県
産
業
会
館
７
階
に
新
し
く
事

務
所
を
移
転
し
、
４
月
８
日（
月
）

か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。（
旧

事
務
所
：
栃
木
県
産
業
会
館
８
階
）

　

な
お
、
電
話
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
の
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!! 

事
務
所
移
転
し
ま
し
た
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
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1
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4
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第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部
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マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
、
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部
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■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（平成31年4月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（平成31年4月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
提
携
し
て
、
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
向
け
に
電
子
証

明
書
の
優
待
販
売
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
当
所
は
、
そ
の
取
次
商
工

会
議
所
と
し
て
会
員
確
認
用
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

電
子
証
明
書

当
所
の
会
員
事
業
所
は
提
携
会
社
発
行

「
電
子
証
明
書
」の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

総
務
部
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商工会議所共済制度

1415 April  2019

収容人数

申込方法

駐車場

約70人
（教室型）

会議室の貸出概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机などを移動させた場合は、現状復帰する

●予約については、３カ月以内とさせていただきます。
●会議室の空き状況を電話でご確認の上、ご予約ください。
●使用規則・同意書・申込書は、ＦＡＸまたは郵送させていただきますので、
 　電話予約時にお申し出ください。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/kashikaigishitsu/）から
  ダウンロードもできます。
〈申し込み：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

会議室の使用時間・料金（消費税8%込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客さまが
ご利用されますので、駐車できない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工
業

者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習

会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な
ど
を
開

催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
議
室

の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

約
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、
テ
ー

ブ
ル
、
イ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
今
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す

い
会
議
室
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

会
議
室
の
貸
出　

約７０人収容（教室型）の貸会議室

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

　完熟した苺「とちおとめ」
の風味をそのままに、桝金
独自の製法で極上のジャム
に仕上げました。

㈲髙林堂

　宇都宮産の有精卵を使用し、
黒砂糖ベースにゴマを織り交ぜ、
自然の材料を生かした芳しいサ
ブレです。
　まろやかな甘みも加えてお子
さまにも安心して召し上がってい
ただけます。

㈱雅洞

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部 

共
済
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
、４
月
15
日（
月
）か

ら
６
月
28
日（
金
）に
か
け
て
、定

期
保
険（
団
体
型
）の
引
受
会
社
で

あ
る
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
同

で
、ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉

制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。　

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制

度
は
、経
営
者
・
役
員
の
皆
様
の
保

障
や
退
職
金
準
備
金
の
ほ
か
、入

院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
さ
ま
ざ

ま
な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

も
の
で
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、会
員
の

皆
さ
ま
に
制
度
の
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、当
所
職
員
と
ア

ク
サ
生
命
の
社
員
が
ご
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

う
か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ
い
た

方
に
は「
雷
都
物
語 

黒
糖
ご
ま
サ
ブ

レ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
し
あ
げ
ま
す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る
組
織

で
す
。

　

な
お
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

保
険
を
ご
成
約
い
た
だ
い
た
方
に

は「
雷
都
物
語 

栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ

ム
」、共
済
を
ご
成
約
い
た
だ
い
た

方
に
は「
雷
都
物
語 

黒
糖
ご
ま
サ

ブ
レ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

「
保
険
証
券
確
認
」を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内

容
が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど

新
規
成
約
に
は
、
雷
都
物
語
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

黒糖ごまサブレ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■企業年金相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ 総務部

■税務相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員 税理士　
問合せ 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、 相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）

日　時 4月9日（火）午後１時30分〜４時30分
受　付 午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、 不渡手形の処理方法、
 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員 弁護士 
問合せ 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）

日　時 4月19日（金）　午後１時３０分〜４時３０分
受　付 午後１時〜４時
内　容 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員 弁理士 
問合せ 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

4月の
ふれあい共済等
口座振替日

4月22日（月）

栃木いちごジャム
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

 

会
報
「
天
地
人
」

 

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

ト
ラ
ン
プ
が
足
を
引
っ
張
る
株
市
場

失
敗
を
し
た
日
も
消
え
ぬ
片
え
く
ぼ

恋
猫
の
我
が
家
の
闇
を
ま
だ
去
ら
ず

鶯
を
聞
い
て
去
年
の
日
記
繰く

る

申
告
書
去
年
と
同
じ
暮
ら
し
向
き

ペ
ア
ル
ッ
ク
男
女
同
権
と
は
言
わ
ず

万
両
へ
日
射
し
豊
か
と
な
り
に
け
り

定
年
と
な
っ
て
気
楽
な
ル
ー
プ
タ
イ

猫
の
子
の
捨
て
る
に
惜
し
い
器
量
持
つ

日
本
海
吠
え
て
白
鳥
北
へ
発
つ

石
田
武
三
郎

鈴
木
芙
美
子

渡
辺　

一
郎

小
野
口　

博

鶴
牧
美
佐
子

大
塚　

栄
子

髙
田　

武
子

田
崎　

武
一

笹
田　

ス
ミ

宮
田　
　

仁
（
紋
師
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
農
業
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

第
259
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
太
平
洋
の
波
の
髙
さ
よ
。

〈
評
〉
暮
し
の
中
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
。

〈
評
〉
生
き
と
し
生
け
る
者
の
悲
し
さ
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
企画展「下野の鎌倉街道－道を行き交う人と物」
4月27日（土）〜6月16日（日）
　関東武士の都鎌倉。奥州藤原氏の平泉。そして下野の宇都宮、小山、
足利。中世都市の繁栄を支えたのは道と道を行き交う人と物だった。
鎌倉街道の姿と中世を生きた人々の足跡をたどる。（同館チラシより）
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「視覚の共振・勝井三雄」
4月14日（日）〜 6月2日（日）
　長年にわたり宇都宮美術館のCIを推進してきた勝井三雄の活動を
通じて、当館が主眼とする「20世紀のアートデザイン」を視覚伝達
の観点からひもとく。

（同館チラシより）
一般=800円／大・高校生=600円／中・小学生=400円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「画中のよそおい」
4月20日（土）〜 6月16日（日）
　古今東西、人は自らのよそおいに工夫を凝らし、楽しんできた。
本展では、イギリスフランスを主体とした近代西洋から現代日本ま
での美術品にあらわれたファッションについて、当館所蔵品を中心
に紹介する。（当館HPより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料

応募先 〒320－0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
〜
I
の
文
字
を
並
べ
換
え
て
あ
る
言
葉
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

最
近
需
要
が
増
え
て
い
る
質
問
や
用
件
の
問
い
合
わ
せ
に

　
　
　
　

 

答
え
て
く
れ
る
Ａ
Ｉ
機
能
搭
載
の
家
庭
用
機
器

1.
2.
3.
4.
5.
6.
9.

12.
13.
14.
15.
17.
19.
20.

1.
4.
7.
8.

10.
11.
12.
15.
16.
18.
21.
22.
23.
24.

春の野辺で足元で咲く小花。ノジ○○○、タチツボ○○○、エイザン○○○など
竹ヤブからニョキニョキと顔を出す春の恵み
サッカー試合の勝敗を占うクジの名は？
人魚を英語で言うと○○メイド
叩いたり落としたりすると割れることもある○○○製品
レストランの経営者兼料理長。○○○○シェフ
料理の調理法を示すメモ
かつてよく流行った由紀さおりの「夜明けの○○○○○」
大量注文があって工場の設備がフル○○○に
料理店やレストランで店の者が手短に作って食べる○○○○料理
江戸時代の裁判の判決で被告が座る場所を俗にこう呼ばれます
市街西部の一向寺におわす凶事を予告するという国の重要文化財の「○○○○阿弥陀」
和楽器のひとつ。十三弦、十七弦などがあります
地中から水の湧いてくる所

４月さまざまな分野で新たに○○○○をする人もたくさんいます
「ほんの冗談で言ったのに、そんな○○○でムキにならないでよ」などと
○○のオスで金目銀眼のネコはとても珍しいそうです
動力をもたず、他の牽引車に引かれて荷物や旅客を運ぶ車
懐かしきビートルズのメンバーの１人ジョン・○○○
４月１３日は歌人石川啄木の命日。歌集に「一握の○○」「悲しき玩具」など
夜の星座「春の大三角」と呼ばれる星は○○○、アークトゥルス、デネボラ
海岸から遠く離れた所。「○○に点のように船が見える」などと

「扉」を英語で言うと？「誰かが○○をノックしているね」などと
企業の倒産法制には「破産法」「民事再生法」「○○○○○○○○法」などあります
薬品の開発などの際によく実験に利用される小動物

「政治は○○の力こそがモノを言う」との風潮が強まって…
パン作りに欠かせない酵母
鞘から抜き出された刀身。白刃の言い方

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

● 

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

 

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

 

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

1
9
7
1
年
か
ら
約
20
年
に
わ
た
っ

て
書
き
継
が
れ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映

画
に
も
な
っ
た「
木
枯
ら
し
紋
次
郎
」シ

リ
ー
ズ
。
本
書
は
そ
の
中
か
ら
表
題
の

「
流
れ
舟
は
帰
ら
ず
」の
ほ
か
、
ミ
ス
テ

リ
風
味
の
佳
作
を
10
編
選
ん
だ
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
。

　

作
者
の
笹
沢
左
保
は
ミ
ス
テ
リ
作
家

で
す
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
が
ミ
ス
テ

リ
風
味
が
濃
い
の
も
当
然
で
し
ょ
う
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
は
、
主
人
公
で

あ
る
紋
次
郎
の
他
人
と
関
わ
り
合
い
に

な
ら
な
い
生
き
方
と
、
そ
れ
で
も
な
お

関
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
起
き
る
無
常

観
漂
う
物
語
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

名
監
督
・
市
川
崑
が
監
修
し
た
1
9
7
2

年
の
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
は「
あ
っ
し
に
は

関
わ
り
の
ね
ぇ
こ
と
で
」と
い
う
流
行

語
も
生
み
ま
し
た
。
長
い
竹
の
よ
う
じ

を
思
い
出
す
方
も
き
っ
と
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

『
流
れ
舟
は
帰
ら
ず
』

笹
沢  

左
保［
著
］

創
元
推
理
文
庫

1
3
0
0
円
＋
税

は
る
か
遠
く
を
な
が
め
よ
う
。

遠
く
か
ら
な
が
め
よ
う
人
生
を
。

「
今
」が
変
わ
る
か
ら
。

書
道
家
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「久遠」

　

会
報「
天
地
人
」で
は
、
会
員
の
皆

様
の
情
報
を
掲
載
す
る「
会
員
情
報

局
」コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
業
務
内
容
紹
介
」「
新
製
品
開
発

情
報
」「
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
」

な
ど
、
情
報
提
供
の
窓
口
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

誌
面
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
順

等
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
掲
載
内
容
】

事
業
所
名
、
業
種
、
所
在
地
、
連
絡
先
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
紹
介
文

【
掲
載
字
数
】

紹
介
文
３
５
０
字
以
内（
様
式
は
自

由
）

【
掲
載
写
真
】

社
屋
の
写
真
や
商
品
の
写
真
、
地
図

な
ど（
自
社
製
品
の
以
外
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
は
除
く
）

※
掲
載
は
、
原
則
と
し
て
１
会
員
１

回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
書
は
宇
都
宮
商
工
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

「
会
員
情
報
局
」コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

総
務
部　

天
地
人
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

http://w
w

w
.u-tenchijin.com

問合せ
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四
月
十
三
日（
土
）～
十
七
日（
水
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　

奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
。
古
か
ら
の
し
き
た
り
と
格
式
を
重
ん

じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で
い
ざ
こ
ざ
が
よ
く

発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭
り
」。
見
ど
こ
ろ

は
、
東
町
、
西
町
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
花
家

体
。
日
光
の
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
で

あ
る
。
十
六
日（
火
）に
は
宵
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
二
十
一
日（
日
）

唐
澤
山
神
社
奉
納
武
道
大
会（
佐
野
市
）

　

唐
澤
城
本
丸
跡
に
建
つ
唐
澤
山
神
社
は
、

む
か
で
退
治
の
伝
説
や
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た

藤
原
秀
郷
を
祀
る
社
。
こ
の
日
境
内
で
、
柔

道
、
弓
道
、
剣
道
の
試
合
が
奉
納
さ
れ
る
。

二
十
五
日（
木
）に
は
、春
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

五
月
三
日（
金
・
祝
）

足
尾
ま
つ
り（
日
光
市
・
足
尾
）

か
つ
て
足
尾
銅
山
が
栄
え
て
い
た
こ
ろ
山
神

社
は
、
銅
山
の
守
り
神
だ
っ
た
。
閉
山
後
、

そ
の
山
神
祭
を
受
け
継
ぎ
町
民
に
よ
り「
足
尾

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
車
、

神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
く
。
雨
天
は
翌
日
に

順
延
。

五
月
五
日（
日
・
祝
）

間
々
田
の
蛇
祭
り（
小
山
市
）

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
間
々
田
の
鎮
守
八
幡

宮
の
祭
り
。
五
穀
豊
穣
と
疫
病
退
散
を
祈
願

し
、「
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
、

蛇
を
形
作
っ
た
全
長
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
七
体
の
蛇
体
を
町
民
が
担
い
で
練
り
歩
く

奇
祭
。
午
前
十
時
か
ら
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
員  

柏
村  

祐
司

第29回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20194月 〜   5月 卯月─皐月

（写真提供：柏村祐司『栃木の祭り』より）

　

大
谷
街
道
の
終
点
は
、
大
谷
寺

で
あ
る
が
、
大
谷
寺
へ
は
至
ら
ず
、

大
谷
景
観
公
園
方
面
へ
左
折
す
る

と
程
な
く
し
て
右
手
岸
壁
の
下
部

に
大お

お

山や
ま

阿あ

夫ふ

利り

神
社
が
あ
る
。
鳥

居
を
く
ぐ
る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
広

場
が
あ
り
、
岸
壁
を
背
に
し
て
祠

が
、
前
に
は
祠
を
守
る
よ
う
に
狛

犬
が
二
基
鎮
座
し
て
い
る
。
鳥
居

も
祠
も
狛
犬
も
全
て
大
谷
石
製
で

あ
り
、
特
に
祠
は
木
造
の
祠
に
劣

ら
な
い
く
ら
い
細
部
に
わ
た
っ
て
彫

刻
が
な
さ
れ
た
立
派
な
も
の
で
、
い

か
に
も
大
谷
石
の
産
地
、
し
か
も

大
谷
石
生
産
に
関
わ
る
人
た
ち
の

守
り
神
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
る
。

祠
の
中
に
は
神
奈
川
県
伊
勢
原
市

に
鎮
座
す
る「
大
山
阿
夫
利
神
社
」

の
木
札
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
石
祠
が
大
山
阿
夫
利
神
社
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

日
本
人
は
、
田
に
は
田
の
神
が
、

山
に
は
山
の
神
、
海
に
は
海
の
神

等
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
神
仏
を
信

仰
す
る
世
界
で
も
稀
な
民
族
で
あ

る
。大
谷
で
石
材
業
に
携
わ
る
人
々

は
、
山
で
の
安
全
と
大
谷
石
の
生

産
が
豊
か
で
あ
る
事
を
祈
り
、
各

自
の
採
掘
現
場
の
近
く
に
必
ず
山

の
神
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。
中
に

は
一
カ
所
の
み
な
ら
ず
、
主
要
な
採

掘
現
場
ご
と
に
複
数
の
山
の
神
を

祀
る
業
者
も
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
大
山
阿
夫
利
神
社

は
、
大
谷
石
石
材
業
者
が
共
同
で

祭
祀
し
た
山
の
神
で
あ
る
。
祭
り

日
は
春
秋
の
二
回
で
、
春
は 

一 

月

二
十
五
日
、
秋
は
十
月
二
十
五
日

で
あ
る
。
平
成
二
十
年
頃
は
、
ま

だ
昔
な
が
ら
に
祭
り
が
行
わ
れ
、
一

月
二
十
五
日
は
、
午
前
中
各
石
材

業
者
が
参
列
の
上
、
祠
の
前
に
設

え
た
祭
壇
に
重
ね
餅
・
お
神
酒
・

お
頭
つ
き
鯛
・
野
菜
・
果
物
等
を

供
え
、
神
主
に
よ
る
お
祓
い
、
祝

詞
奏
上
の
後
に
、
参
列
者
全
員
に

よ
る
玉
ぐ
し
奉
奠
と
続
き
、
最
後

に
全
員
で
お
神
酒
を
い
た
だ
く
も

の
で
あ
る
。
一
方
、
十
月
二
十
五

日
は
、
ク
ジ
で
当
た
っ
た
代
表
二
名

が
、
本
社
で
あ
る
神
奈
川
県
の
大

山
阿
夫
利
神
社
に
参
詣
し
、
石
山

で
の
安
全
、
商
売
繁
盛
等
を
祈
り

お
札
を
二
枚
受
け
て
く
る
も
の
で

あ
る
。
一
枚
は
大
山
阿
夫
利
神
社

の
祠
の
中
に
納
め
、一
枚
は
協
同
組

合
の
事
務
室
に
供
え
た
。

　

と
こ
ろ
で
神
奈
川
県
の
大
山
阿

夫
利
神
社
は
、
山
上
に
よ
く
雲
や

霧
が
生
じ
て
雨
を
降
ら
す
こ
と
が

多
い
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
あ
め

ふ
り
山
」と
も
呼
ば
れ
、
も
と
も

と
雨
乞
い
の
信
仰
か
ら
起
こ
っ
た
と

さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
入

る
と
庶
民
か
ら
の
崇
敬
も

厚
く
、
関
東
各
地
で「
大

山
講
」が
組
織
さ
れ
俗
に

「
大
山
詣
り
」と
呼
ば
れ
、

雨
乞
い
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
大
山
へ
の
参
詣
が
隆

盛
を
極
め
た
。

　

こ
う
し
た
大
山
阿
夫
利

神
社
が
、
な
ぜ
大
谷
に
山
の
神
と

し
て
勧
請
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
は
大
山
山
頂
に
あ
る
大
岩

が
神
の
宿
る
岩
、
つ
ま
り
ご
神
体

と
し
て
祀
ら
れ
た
こ
と
と
、
大
山

阿
夫
利
神
社
の
ご
祭
神
と
し
て
大お

お

山や
ま

祇つ
み
の
か
み神

が
祀
ら
れ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
全
山
岩
だ
ら
け
の
大
谷

に
と
っ
て
大
岩
に
神
が
宿
る
と
す
る

信
仰
は
、
受
け
入
れ
や
す
い
も
の

が
あ
り
、
ま
た
大
山
祇
神
の
名
は
、

山
の
神
に
相
応
し
い
も
の
で
も
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
大
谷
に
大
山
阿
夫

利
神
社
が
勧
請
さ
れ
た
の
は
、
明

治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

　

大
山
阿
夫
利
神
社
の
祭
礼
は
、

大
谷
石
石
材
業
の
衰
退
に
伴
い
近

年
め
っ
き
り
寂
し
い
も
の
に
な
っ
た
。

し
か
し「
大
谷
石
文
化
」が
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
阿
夫

利
神
社
に
も
陽
の
目
が
当
り
出
し

た
。
雑
誌
等
に
瀟
洒
な
祠
の
写
真

が
時
折
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

※当所は4月27日（土）～ 5月6日まで窓口業務はお休みとなります。

大山阿夫利神社石祠

ご本社から受けてきた木札

石
山
の
守
り
神「
大
山
阿
夫
利
神
社
」　
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神
奈
川
県
横
浜
市
の
新
横
浜
駅

か
ら
横
浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ

イ
ン
に
乗
車
し
、
10
分
ほ
ど
走
っ
た

「
セ
ン
タ
ー
南
駅
」近
く
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
１
階
に
、
一
般
社
団
法

人
Ａ
Ｏ
Ｈ
が
運
営
す
る「
シ
ョ
コ
ラ

ボ
」と
い
う
名
の
工
房
が
あ
る
。

　

こ
こ
は
、
障
が
い
者
の
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
の
就
労
移
行
支
援
施

設（
一
般
型
）（
※
）で
、
２
０
１
２

年
11
月
に
障
が
い
者
が
働
く
全
国

初
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専
門
工
房
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
販
売
も
、
メ
ー
カ
ー
や

流
通
の
下
請
け
型
で
は
利
幅
が
薄

く
な
る
と
考
え
、
ネ
ッ
ト
通
販
や

有
名
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
小

売
店
へ
直
接
販
売
す
る
方
式
と
し

た
。
伊
藤
さ
ん
ら
の
苦
労
と
努
力

と
賛
同
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
づ
く

り
の
プ
ロ
の
支
援
も
あ
り
、
創
業

以
来
、
今
日
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
雇

用
も
業
績
も
伸
ば
し
て
い
る
。
ま

た
働
く
障
が
い
者
の
月
給（
工
賃
）

も
、
業
界
の
倍
の
３
万
１
０
０
０

円
と
い
う
。

　

先
日
、
久
方
ぶ
り
に
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
工
房
と
配
送
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
皆
、
自

信
に
満
ち
満
ち
た
顔
で
黙
々
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
い
た
。

伊
藤
さ
ん
か
ら「
皆
に
一
言
…
…
」

と
い
わ
れ
た
の
で
、
筆
者
は「
い
つ

も
お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
つ

く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ

れ
か
ら
も
、
ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち
る

ほ
ど
お
い
し
い
、
す
て
き
な
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
つ
く
り
続
け
て
く
だ

　

こ
の
工
房
で
就
労
し
て
い
る
障

が
い
者
は
、
精
神
障
が
い
者
や
知

的
障
が
い
者
、
さ
ら
に
は
重
複
障

が
い
者
な
ど
約
30
人
。
ま
た
彼
ら

彼
女
ら
の
就
労
や
生
活
支
援
の
た

め
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
正
規
・
非
正
規

を
含
め
て
18
人
だ
。

　

現
代
表（
理
事
）は
創
業
者
で
も

あ
る
伊
藤
紀
幸
氏
で
、
創
業
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
伊
藤
さ
ん

の
お
子
さ
ん
に
障
が
い
が
あ
っ
た
か

ら
だ
っ
た
。
も
と
も
と
大
手
銀
行
の

エ
リ
ー
ト
行
員
で
あ
っ
た
伊
藤
さ
ん

は
、
子
ど
も
の
親
亡
き
後
を
案
じ
、

仲
間
の
支
援
を
得
て
工
房
を
夫
人

と
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

　

障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
施
設
で

働
く
障
が
い
者
の
月
給（
工
賃
）は
、

全
国
平
均
で
１
万
５
０
０
０
円
程
度

（
１
日
７
０
０
円
程
度
）と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
な
ん
と
し
て
も
、
付
加

価
値
の
高
い
商
品
を
製
造
販
売
し
、

障
が
い
者
の
将
来
の
生
活
を
安
定
さ

せ
ね
ば
…
…
と
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に

注
目
し
た
の
で
あ
る
。

さ
い
」と
、
お
礼
を
言
っ
た
。

　

余
談
で
は
あ
る
が
、
そ
の
折
に

1
人
の
女
性
社
員
を
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
女
性
社
員
は
、
東
京
工
業
大

学
の
博
士
課
程
を
修
了
し
博
士
号

を
持
っ
た
方
で
、
シ
ョ
コ
ラ
ボ
の

存
在
と
活
動
を
知
り
著
名
な
大
手

企
業
を
退
職
し
、
同
法
人
に
入
社

し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
若
い
社

員
の
行
動
を
見
る
と
、
今
や
企
業
の

「
物
的
価
値
」な
ど
で
は
な
く
、
真

の「
社
会
的
価
値
」を
若
い
人
々
は

求
め
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

※
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
施
設
と

は
、
障
が
い
や
難
病
の
あ
る
方
の

　１９４７年生まれ。福井県立大学
教授、静岡文化芸術大学教授、
法政大学大学院政策創造研究
科（地域づくり大学院）教授、同
静岡サテライトキャンパス長などを歴
任。国や県、市町、商工会議所な
どの審議会・委員会の委員を多数
兼務している。著書に『日本でいち
ばん大切にしたい会社』（あさ出版）、
『この会社はなぜ快進撃が続くのか』
（かんき出版）など。

坂本  光司  さかもと・こうじ

う
ち
、
年
齢
や
体
力
な
ど
の
理
由

か
ら
、
企
業
な
ど
で
雇
用
契
約
を

結
ん
で
働
く
こ
と
が
困
難
な
方
が
、

軽
作
業
な
ど
の
就
労
訓
練
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
。

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
比
較
的
簡

単
な
作
業
を
短
時
間
か
ら
行
う
こ

と
が
可
能
で
、
年
齢
制
限
は
な
く
、

障
が
い
や
体
調
に
合
わ
せ
て
自
分

の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
が
で
き
、

就
労
に
関
す
る
能
力
の
向
上
が
期

待
で
き
る
。
事
業
所
と
雇
用
契
約

を
結
ば
な
い
た
め
賃
金
で
は
な
く
、

生
産
物
に
対
す
る
成
果
報
酬
の「
工

賃
」が
支
払
わ
れ
る
。

「
が
ん
ば
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
房『
シ
ョ
コ
ラ
ボ
』」

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
　
会
長

坂
本
　
光
司

０
１
７
（
平
成
29
）
年
10
月

に
、
現
在
の
場
所
に
移
転
し

た
「
オ
ト
ワ　

リ
バ
ー
ス
＆
リ
バ
イ
バ
ル

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」。
代
表
の
永
祚
純
さ

ん
は
18
歳
の
時
に
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

留
学
、
そ
の
地
で
触
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル

文
化
に
衝
撃
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
、
徐
々

に
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
の
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
い
き
、
自
分
の
店
舗
を
構
え
た

の
が
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
後
、
よ
り
良
い
店
舗

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
現
在
の
場
所
に
移

転
。
次
世
代
型
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ

を
実
現
さ
せ
つ
つ
、
よ
り
高
い
理
想
の

実
現
に
向
け
て
日
々
を
送
って
い
ま
す
。

　

社
是
や
経
営
理
念
に
つ
い
て
う
か
が

う
と
、
永
祚
代
表
は
人
懐
こ
い
笑
顔
で

「
実
は
、
開
店
前
か
ら
決
め
て
い
た
ん

で
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
以
前
は
人
材
派
遣
会
社
で
働
い
て

い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
を
見
て

き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
経
営
の

核
に
な
る
も
の
を
き
ち
ん
と
言
葉
に
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
店
を

持
つ
な
ら
ば
最
初
か
ら
社
是
や
経
営
理

念
を
決
め
よ
う
と
考
え
た
の

で
す
」

　

永
祚
代
表
は
さ
ら
に
、
毎

日
の
朝
礼
で
必
ず
経
営
理

念
に
触
れ
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
自
分
で
話
す
だ
け
で
は

な
く
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
『
今

日
の
目
標
を
経
営
理
念
を

元
に
考
え
、
実
行
し
て
く

だ
さ
い
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。

社
是
や
経
営
理
念
は
、
掲

げ
て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
な

ん
で
す
。
理
解
し
て
実
行
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
」

　

経
営
理
念
の
内
容
は
、
ま
さ
に
永
祚

代
表
と
オ
ト
ワ
の
ス
タ
ッ
フ
が
共
通
し
て
め

ざ
す
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
の
あ
り
方
を
、

言
葉
に
し
た
も
の
に
な
って
い
ま
す
。

　
「
言
霊
（
こ
と
だ
ま
）、
言
葉
の
持
つ
力

は
、
と
て
も
大
き
い
と
思
う
ん
で
す
。
何

か
実
現
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ

を
き
ち
ん
と
言
語
化
し
、
つ
ね
に
話
し
た

り
書
い
た
り
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、

夢
は
か
な
ら
ず
実
現
す
る
と
思
い
ま
す
」

　

現
在
の
店
舗
への
移
転
に
つい
て
も
、
永

祚
代
表
が
常
日
ご
ろ
か
ら
「
移
転
を
考

え
て
い
る
」
と
多
く
の
人
に
話
し
て
い
た

お
か
げ
で
、
知
人
が
物
件
を
み
つ
け
て
く

れ
た
と
の
こ
と
。

　
「
知
人
が
ベ
ル
モ
ー
ル
に
行
っ
た
帰
り
に
、

た
ま
た
ま
こ
の
場
所
を
通
り
か
か
っ
た
ん
で

す
。
彼
は
私
が
移
転
し
た
い
と
言
っ
て
い
た

の
を
思
い
出
し
『
良
さ
そ
う
な
物
件
が
あ

る
よ
』
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」

　

移
転
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
よ
り
理

想
に
近
い
店
づ
く
り
を
実
現
で
き
た
永

祚
代
表
。
店
内
を
見
回
せ
ば
、
ゆ
っ
た

り
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
商
品
が
並
べ
ら
れ
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
と
高
級
感
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
店
舗
の
駐
車
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ

た
り
、２
階
の
奥
に
時
間
貸
し
の
ス
ペ
ー

ス
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
こ
ん
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
」

　

当
所
の
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
プ
レ

ス
発
表
会
で
発
表
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
の
家
具
は
、
じ
わ
じ
わ
と
人
気

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
作
っ
た
り
、
作
家
の
作
品
を

販
売
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

次
世
代
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ

|

そ
れ
が
オ
ト
ワ　

リ
バ
ー
ス
＆
リ
バ
イ
バ

ル
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
す
。

2

「

新
し
い
形
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

 

め
ざ
し
て
い
ま
す
」

い
ま
や
す
っ
か
り
地
域
社
会
に
根
付
い
た「
リ
サ
イ
ク
ル
」。
オ
ト
ワ　

リ
バ
ー
ス
＆

リ
バ
イ
バ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
永え

い
そ祚
純
代
表
は
、
従
来
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
と
考
え
、
２
０
１
３（
平
成
25
）年
６
月
に
創
業
し
ま
し
た
。

ゆったりとした
スペースの商品展示

ベルモール近くにある店舗

一、地域に『オトワ』という新たなリサイクル
の概念を築きます。

一、『再生利用する（recycle・reuse）』
から『再び脚光を浴びる (rebirth・
revival)』へ。新たなリサイクルの概念
を築きます。

一、人と人を繋ぎ、モノと人を繋ぎ、地域社会
の活性化・地域社会の発展・循環型社
会づくりに貢献します。

一、『人・モノ・地域』に誠実に向き合い、
共存共栄を目指します。

つながり
経営理念

社是

Information

オトワ リバース
＆リバイバルワークショップ
代表  永祚   純
創業／2013年６月
所在地／宇都宮市陽東5-10-28
☎ 028-612-2223
営業時間／10:00～19:00（不定休）
https://r-otowa.com

オトワ リバース
＆リバイバルワークショップ 

代表　永祚   純さん

57回第 オトワ リバース
＆リバイバル
ワークショップ

　



キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　 MITOMAEBASHI

4月
April 
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　今月は、特集1が当所「平成31年度事業計
画・予算」、特集2で「働き方改革」を取り上げ
ました。働き方改革は、働く方の置かれた個々
の事情に応じ、多様な働き方を選択できる社
会を実現することが大きな目的です。
　今年のＧＷは10連休となる方も多いと思います。せっ
かくの休みですから、自分の生き方を見つめ直し、心身と
もリフレッシュする時間にしたいですね。
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1
9
9
0
年
代
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
現
代
美
術
の
み
な

ら
ず
演
劇
界
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
シ
ー
ン
を
投
じ
て
き
た
美

術
家
や
な
ぎ
み
わ（
1
9
6
7

〜
）。〈
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ガ
ー

ル
〉で
最
初
に
注
目
を
浴
び
、

〈
マ
イ
・
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー

ズ
〉や〈
フ
ェ
ア
リ
ー
・
テ
ー

ル
〉と
い
っ
た
一
連
の
写
真
作

品
で
世
界
的
に
評
価
を
受
け
、

2
0
0
9
年
に
は
第
53
回

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

日
本
館
代
表
と
な
り
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

　

野
外
劇「
日
輪
の
翼
」が
各

　

水
戸
市
中
心
市
街
地
の

店
舗
を
対
象
に
し
た
人
気

投
票「
水
戸
ュ
ラ
ン
」。
今

回
は
、
部
門
を「
飲
食
」と

「
菓
子
・
パ
ン
店
」の
２
つ

に
分
け
て
実
施
し
、
計
２
、

１
７
２
人
、
８
、２
３
８
票

の
中
か
ら
、
各
部
門
、
大

賞
１
店
舗
・
準
大
賞
２
店

舗
の
計
６
店
舗
が
決
定
し

ま
し
た
。
各
部
門
の
大
賞

に
は
、
創
業
73
年
の「
ミ
ナ

ミ
食
堂
」、創
業
93
年
の「
木

村
屋
パ
ン
店
」と
、
地
元
で

長
く
愛
さ
れ
る
お
店
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

地
を
巡
回
し
た
よ
う
に
、
本

展
覧
会
は
、
異
化
空
間
を
漂

流
し
、
つ
な
ぎ
あ
い
、
ま
た
見

送
る
者
と
し
て
の
や
な
ぎ
が
、

作
品
と
共
に
全
国
5
会
場
を

巡
り
ま
す
。
ア
ー
ツ
前
橋
は
、

高
松
市
美
術
館
に
続
く
開
催

と
な
り
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

　

受
賞
６
店
舗
は
水
戸
商
工

会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
中
。
受
賞
記
念
の
特
別
サ
ー

ビ
ス（
５
月
末
ま
で
）も
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

やなぎみわ展 神話機械 あなたが選ぶ水戸まちなかグルメ店大賞
「水戸ュラン２０１８」受賞店決定！

《次の階を探してⅠ》（部分）
1996年 高松市美術館蔵

会期／2019年4月19日（金）～6月23日（日）
開館時間／10:00~18:00（入場は17:30まで）

休館日／水曜日 ※5月1日（水・祝）は開館、5月7日（火）を閉館
会場／アーツ前橋地下ギャラリー（群馬県前橋市千代田町 5-1-16）

観覧料／一般600円、学生・65歳以上・団体（10名以上）400円、高校生以下無料
問合せ／前橋市役所文化国際課 アーツ前橋 ☎027-230-1144

「やなぎみわ展 神話機械」

問合せ／水戸商工会議所・産業振興課 ☎029-224-3315
ＵＲＬ／https://mito.inetcci.or.jp/gurumeten/

　

当
所
は
、
平
成
30（
２
０
１
８
）年
度

第
２
回
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ

レ
ス
発
表
会
を
、
３
月
11
日（
月
）午
後

２
時
か
ら
、
当
所
大
会
議
室
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
㈱
ク
ロ
サ
キ
、
㈱
オ

ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
未
来
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
3
者
が
参
加
し
、

い
ず
れ
も
魅
力
的
な
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
新
た
な
商
品
や
事
業
を
苦
労
し
て

開
発
し
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

て
も
ら
え
な
い
」「
ど
う
や
っ
て
告
知

す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」な
ど
の

中
小
企
業
の
悩
み
に
応
え
る
た
め
に
ス

タ
ー
ト
し
た
本
事
業
。
今
回
も
新
聞
各

社
の
記
者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
当
所 

佐
藤
佳
正
専
務
理
事

が
、
本
事
業
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

発
表
は
、
㈱
ク
ロ
サ
キ「
キ
ッ
ズ
専

用
シ
ャ
ン
プ
ー　

あ
わ
わ
の
わ
」、
㈱

オ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン「
サ
ラ
ダ
め
ん
」、

未
来
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
所「
見

積
・
請
求
管
理
シ
ス
テ
ム　

Ｊ
ｕ
ｐ

ｉ
ｔ
ｅ
ｒ（
ジ
ュ
ピ
タ
ー
）」の
順
番
で
、

そ
れ
ぞ
れ
10
分
ず
つ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
後
は
取
材
・
情
報
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
発
表
者
の
ブ
ー
ス

に
は
記
者
や
関
係
者
が
集
ま
り
、
詳
し

い
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

平
成
30（
２
０
１
８
）年
度

「
第
２
回
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」を
開
催
し
ま
し
た

発表風景（写真は㈱オニックスジャパン）

取材・情報交換会の様子

協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度「
協
会
け
ん
ぽ
」保
険
料
率
変
更
の
お
知
ら
せ

問合せ

協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
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http://www.kyoukaikenpo.or.jp

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の
家
族

が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険「
協
会
け

ん
ぽ
栃
木
支
部
」の
平
成
31（
２
０
１

９
）年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
、
据
え

置
き
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
率
は
、
現
在
の

１
・
57
％
か
ら
１
・
73
％
へ
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。
変
更
時
期
は
平
成
31
年

４
月
納
付
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。　

40
歳
か
ら
64
歳
の
方
は
、
介
護
保
険
料

率
が
加
わ
り
ま
す
。

9.92％

1.57％ 1.73％

健　　康
保険料率

介　　護
保険料率

現　行 平成31年
   4月納付分～

◎
企
業
に
お
け
る
人
権
研
修
に
講
師
を
派

遣
し
ま
す
。

　

法
務
局
で
は
、
企
業
等
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
、
人
権
研
修（
大
人
の
人
権
教
室
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
法
務
局
職
員
ま
た

は
人
権
擁
護
委
員
が
講
師
と
し
て
伺
い
ま

す
。
費
用
は
無
料
で

す
。

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
で
は
、
企
業
に
お

け
る
人
権
研
修
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

◎
各
種
の
人
権
啓
発
冊
子
・
ビ
デ
オ
を
配

布
・
貸
出
し
し
ま
す
。

　

企
業
研
修
な
ど
で
活
用
で
き
る
啓
発
資

料
と
し
て
、
人
権
啓
発
冊
子
・
ビ
デ
オ
を

無
料
で
配
布
・
貸
出
し
し
て
い
ま
す
。
実

例
を
用
い
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
ド
ラ
マ

仕
立
て
の
動
画
な
ど
を
通
じ
て
、
よ
り
実

践
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
啓
発
資
料
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
だ
れ
で

も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

企
業
と
人
権　

〜
企
業
の
人
権
研
修
担
当
者
の
皆
さ
ま
へ
〜

問合せ
宇
都
宮
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課
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法務省ＷＥＢサイト
「企業と人権」

栃
木
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
行
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
中
小
企
業
等
に
お
け

る
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
が
円
滑
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
栃
木
労
働
局
等
と

連
携
し
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
周
知
・

啓
発
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、（
公

財
）栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
設
置

さ
れ
た「
下
請
か
け
こ
み
寺
」を
通
じ
て

下
請
取
引
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

h
ttp

s://w
w

w
.m

h
lw

.

go.jp/content

/000487392.pdf

◎
下
請
か
け
こ
み
寺
事
業（（
公
財
）栃
木

県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
サ
イ
ト
）

http://w
w

w
.tochigi-iin.

or.jp/index/1/13.htm
l

　

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律（
平
成
30

年
法
律
第
71
号
）に
つ
い
て
は
、
４
月
１

日
か
ら
、
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
や
年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇

の
確
実
な
取
得
を
は
じ
め
と
し
て
各
改

正
事
項
が
順
次
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
企
業
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

が
適
用
さ
れ
る
と
、
発
注
者
で
あ
る
企

業
が
上
限
規
制
を
遵
守
す
る
し
わ
寄
せ

と
し
て
、
中
小
企
業
等
に
無
理
な
発
注

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
は
、
他
の
事
業
主

と
の
取
り
引
き
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

企
業
内
に
周
知
・
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

①
週
末
発
注
・
週
初
納
入
、
終
業
後
発
注
・

翌
朝
納
入
等
の
短
納
期
発
注
を
抑
制
し
、

納
期
の
適
正
化
を
図
る
こ
と

②
発
注
内
容
の
頻
繁
な
変
更
を
抑
制
す

る
こ
と

③
発
注
の
平
準
化
、
発
注
内
容
の
明
確

化
そ
の
他
の
発
注
方
法
の
改
善
を
図
る

こ
と

【
参
考
】

◎
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
に
向
け

た
取
引
上
の
配
慮
に
つ
い
て（
厚
生
労
働

省
サ
イ
ト
）

働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
に
向
け
た
取
引
上
の
配
慮
に
つ
い
て

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

〜
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
る
取
引
慣
行
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
！
〜

問合せ
（
働
き
方
改
革
関
連
法
に
つ
い
て
）

栃
木
県  

労
働
政
策
課
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（
下
請
か
け
こ
み
寺
に
つ
い
て
）
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木
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工
業
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興
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